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広報伊丹■２０２０（令和２）年４月１日 第１４１９号（４）

令
和
２
年
度
の
一
般
会
計
、
特
別
会
計
、
公
営
企
業
会
計
の
予

算
が
決
ま
り
ま
し
た
。
各
会
計
予
算
の
内
訳
や
一
般
会
計
予
算
の

財
政
指
標
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。
２
年
度
予
算
の
概
要
な
ど
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
。
予
算
全
般
の
問
い
合
わ
せ
は
市
財
政
企
画
課

!
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、
公
営
企
業
会
計
は
市
立
伊
丹
病
院
!
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市
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局
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７８３
・
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６
０
０
、
市
交
通
局
!

７８１
・

３
７
５
３
、
市
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
事
業
局
!

０６
・
６
４
１
９
・
３
１

８
１
へ
。

各会計当初予算 △はマイナス
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（（11面面かかららのの続続きき））

一般会計予算の財政指標～貯金や借金の残高などを解説
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（一般会計）１９億６千万円の改善効果見込み 将来負担比率実質公債費比率

一般会計などが将来負担すべき実質的な負債の標準財
政規模（※１）に対する比率で、良好な状況を維持して
います。

一般会計などが負担する元利償還金および準元利償還
金の標準財政規模（※１）に対する比率（３カ年平均）
を示したもので、良好な状況を維持しています。

市は、健全な行財政運営を図るため、行財政プ
ラン（計画期間：平成２８年～令和２年度）に基づ
き、歳入の確保と歳出の見直しを行っています。
今年度の主な取り組み内容は次の通り。

【公共施設マネジメントの推進】
効果額：８千万円

【ＰＰＰ（公民連携）の推進】
効果額：８億５千万円
市有財産の有効活用、指定管理者制度の導入な
どにより、新たな財源を確保します。
【事務事業の見直し・効率化】
効果額：８億１千万円
照明設備のＬＥＤ化をさらに推進します。

【地方公営企業等の経営健全化など】
効果額：２億２千万円

市経営企画課!７８４-８０２７

推計値推計値 －5.4％ （R１ －）（R１ ６.２％）

（前年度予算に比べ０.８ポイント減） 公債費充当可能財源などが将来負担額を上回るため、比率は「―」で表示

※１標準財政規模…地方公共団体の一般財源の標準的大きさを示す指標。標準税収入額等＋普通地方交付税＋臨時財政対策債発行可能額で算出する。

財政調整基金残高の推移

漫画と出前講座で
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■財政調整基金 ＝ 市の貯金

令和２年度当初予算において、９千万円を幼児教育推進計画に基づく関連施策のために取り崩し、９億２千万円を就学前施設再編に伴
う土地売払収入などとして積み立てを予定しており、令和２年度末の財政調整基金残高は約６４億２千万円となる見込みです。

幼児教育関連施策などの取り崩し分
財政調整基金残高 【名目残高】

７５億２千万円 ※２
（単位：億円）

【財政調整基金残高】
６４億２千万円

※２は幼児教育関連施策、土地
開発基金への積み立てなどのた
め、一時的に取り崩した額を加
算。再編などによって生じる財
源により補填する。

市は、漫画を交え、分かりやすく市の財政
状況を解説した冊子「がんばってまっせ！伊
丹市の財政～いたみの財政白書」（写真①）を
市役所や各支所・分室などで配布していま
す。冊子の内容を簡単にまとめた動画（ケー
ブルテレビ市広報番組「伊丹だより」）を動画

ユ ー チ ュ ー ブ

配信サイトYouTubeで配信しています。
また、市の財政状況を身近に感じてもらえ

るよう、冊子を使い出前講座（写真②）を行
っています。気軽に申し込みを。なお、冊子
の掲載内容は市ホームページ
（右二次元コードから読み取り
可）からも読めます。
市財政企画課!７８４-８０２８

市債残高の推移

■市債 ＝ 市の借金

普通債残高は、公共施設再配置の進展などに伴う普通建設事業により発行額が増加し、前年度比で２３億円増となり、一方特例債につい
ては、臨時財政対策債の償還の進捗により減少し、市債残高合計では、１４億８千万円の増加となる見込みです。
（単位：億円） 特例債 普通債

特例債：返済のための財源を国
が手当てするもので、国民全体
の借金であるといえるもの

普通債：道路や建物の建設に使
われた借金で、税金（市税）で
返済していくもの

会 計 区 分 本年度当初予算額
対前年度
伸び率

一 般 会 計 ８００億円 ５.４%

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 事 業 １８７億１千３８万４千円 ０.５%

後 期 高 齢 者 医 療 事 業 ３０億５千４７３万３千円 ４.９%

介 護 保 険 事 業 １５３億７千４３８万２千円 ６.１%

中小企業勤労者福祉共済事業 ３千１１２万３千円 △１.４%

鴻 池 財 産 区 １千２１１万円 △２.９%

荒 牧 財 産 区 １千５８３万４千円 △１.８%

新 田 中 野 財 産 区 １千２６７万円 △５９.４%

（ 農 業 共 済 事 業 ） － 皆減

小 計 ３７２億１千１２３万６千円 ３.０%

公
営
企
業
会
計

病 院 事 業 １４１億３千８３万円 ０.３%

水 道 事 業 ６４億４千２９７万５千円 △０.３%

工 業 用 水 道 事 業 ４億８千３６３万１千円 △３１.３%

下 水 道 事 業 ９０億６１２万７千円 △１.９%

交 通 事 業 ２８億３千８２９万８千円 △５.１%

モーターボート競走事業 １６５億７千８８７万４千円 １０.７%

小 計 ４９４億８千７３万５千円 ２.２%

合 計 １千６６６億９千１９７万１千円 ３.９%

① ②


